バルビゾンへの道　山寺 後藤美術館コレクション展
2013.10.20.〜11.18．　Bunkamura  ザ・ミュージアム（渋谷）
 「バルビゾン」とは、19世紀中頃にパリ近郊フォンテンブロ－の森にある小さな村「バルビソン」に滞在して、自然主義的な風景画や農民画を写実的に描いた画家たちのことである。その中心的画家は、「ミレ－、テオド－ル、ルソ－、トロワイヨン、ディアズ、デュプレ、ド－ビニ－」の７人で“バルビゾンの七星”と呼ばれたが、広義には当地を訪れたことのあるあらゆる画家を含めて「総勢100人以上」にも及び、最も代表的な作品はミレ－：＜落ち穂拾い＞である。
　「後藤美術館」は、実業家「後藤李次郎」が長年にわたり収集したヨーロッパ（主としてフランス）絵画のコレクションを中心として、出身地の山形市の山寺に1994年に開館した美術館である。今回の展覧会は、同美術館より「約70点」が出品され、16世紀から19世紀にかけてのヨーロッパ絵画の様式の変遷を辿りながら、古代の神話や聖書、文学作品などを鑑賞することができる。
　収蔵作品コーナーの「バンクス花譜集」は、「キャプテン・クック」の第一回航海に同行し、植物の採集を行った「ジョセフ・バンクス」が、航海の成果を出版すべく準備していた銅板を用いて彫られたものである。
今回は、展示作品の「700枚以上」の精密な植物図版の中から、“オーストラリアの植物”を描いたものが紹介されている。
ポスターの写真は、コロ－：＜サン＝ニコラ＝レ＝ザラスの川辺＞　1872年　油彩・カンヴァスである。
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